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Ⅰ 計画の策定にあたって 

１ 策定の趣旨 

墨田区では、平成２８年度に「墨田区学力向上新３か年計画（第１次）」を策定して

以来、学校・教育委員会・家庭・地域が一体となり、学力向上に取り組んできた。その

後、第２次計画（令和２年度～令和４年度）、第３次計画（令和５年度～令和７年度）へ

と継続的な改善と工夫を重ねてきた結果、墨田区学習状況調査や全国学力・学習状況調

査における各教科の平均正答率が向上するなど、児童・生徒の確かな学力の定着を図っ

ている。 

一方で、学力上位層と下位層の差が拡大する傾向が見られるなど、学力の格差や学習

への意欲に関する課題もある。こうした傾向は全国的にも共通し、中央教育審議会にお

いては、「学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向かうことができていない子

供が多くなっている＊1」という課題が指摘されている。 

現行の学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう

力・人間性等」の三つの資質・能力を柱とし、それらを育成する授業づくりが重視され

ている。それを支える「学習の基盤となる資質・能力」として、言語能力、情報活用能

力及び課題発見・解決能力の育成が重要であると位置付けている。 

また、国は次期学習指導要領の改訂に向け、中央教育審議会で初等中等教育の今後の

あり方について議論されている。そこでは、少子高齢化、グローバル化、生成ＡＩ*２を

はじめとするデジタル技術の急速な発展、気候変動など、急激に変化する社会に対応す

るために、すべての子どもたちが「持続可能な社会の創り手」として、自ら学び続け、

主体的に人生を切り拓く力を育む教育の必要性が示唆され、その充実が求められている。 

こうした国の動向や教育の理念と方向性を踏まえ、学力向上策をより一層充実させて

いくためには、本区がこれまで取り組んできた認知的な学力の定着・向上に加えて、児

童・生徒の学習意欲や主体性といった非認知能力*３の育成にも意図的に取り組む必要が

ある。学びへの意欲を育むことは、児童・生徒が将来の夢や希望を持ち、自らの well-

being＊４を実現していく上での土台となり、学習の意味や価値を実感できる授業づくり、

意欲を引き出す教員の関わりが今後ますます重要となる。 

「墨田区学力向上新３か年計画（第４次）」では、これまでの成果と課題を的確に捉

え、認知能力と非認知能力の両者を効果的に結び付けた指導のあり方が学力向上の今後

の鍵であると考え、児童・生徒の可能性を最大限に引き出す取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 中央教育審議会「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（6文科初第 1855 号）」から一部引用。 

※２ 学習したデータに基づいて新しいコンテンツ（テキスト、画像、音声など）を生成する人工知能。 

※３ 非認知能力は、広義には「学力」に含まれるとされ、その重要性が各種調査・研究でも指摘されている。本計画では学

力（テスト等で測定可能な認知能力）の向上目的として、非認知能力のうち特に学力との相関性が高い要素（学習意欲・

粘り強さ・自己調整力・コミュニケーション能力等）に焦点を当てて、集中的・計画的に育成するものとする。 

※４ Well-being（ウェルビーイング）とは、「身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみな

らず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念である。多様な個人がそれぞれ幸せや生きがい

を感じるとともに、個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的な概念

である（「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）参考資料」）。 
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２ 本計画の位置付け  

本計画は、「知（確かな学力）」に関する理念を具現化するための計画であり、「墨田

区教育施策大綱」「すみだ教育指針」を踏まえて策定する。策定にあたっては、学識経

験者、幼稚園長会代表、小・中学校長会代表、教育委員会事務局で策定検討会を組織し

て議論を重ね、学力向上推進会議で意見も聴取しながら進める。 

 

３ 計画の期間  

本計画の期間は、令和８年度から令和１０年度までとする。 
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Ⅱ 前計画の検証 

１ 目標の達成状況 

前計画では、令和７年度に達成を目指す「長期目標」と、各計画期間中に達成を目指す

「短期目標」を設定した。 

長期目標及び短期目標の達成状況は、次のとおりである。 

(1) 長期目標 

 

 

 

 

 

 

 

この３年間で、小学６年生は０．７ポイント減少し、中学３年生は２．６ポイント増加

し、中学３年生は令和７年度長期目標を達成した。 

小学６年生は令和７年度目標達成まで７．５ポイントあり、さらに粘り強い取組を行う

必要がある。 

 

（参考）「墨田区学習状況調査」の意識調査において「目標に向けていつもコツコツ学習して

いる児童・生徒」の割合の推移 
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《長期目標１》「墨田区学習状況調査」の意識調査における「目標に向けていつもコツコ

ツ学習している児童・生徒」の割合を、次のとおり増加させる。 

学年 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度 
令和７年度

目標 

小６ ６０.５％ ６６.７％ ６３.２％ ６２.5％ 70％ 

中３ ４７.１％ ５６.０％ ６１.４％ ６４.0％ 60％ 

 

小６ 

中３ 
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この３年間で６年生のＤ・Ｅ層の割合の平均値が１．４２ポイント増加し、中学３年生

のＤ・Ｅ層の割合の平均値が０．０６ポイント増加した。 

小学６年生の社会・英語は令和７年度長期目標を達成した。その他の教科についても年

度により多少の増減はあるものの、順調に推移していると言える。引き続きＤ・Ｅ層の減

少傾向をさらに促進する必要がある。 

（参考） 「墨田区学習状況調査」における各層の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《長期目標２》「墨田区学習状況調査」における「Ｄ・Ｅ層（学力低位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり減少させる。                （単位：％） 

学年 教科 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度 
令和7年度

目標 

小６ 

国語 ２９.７％ ２９.３％ ２９.４％ ２７.２％ ２５％ 

社会 ３８.９％ ３１.５％ ３０.０％ ２９.２％ ３０％ 

算数 ４３.３％ ３２.７％ ２７.７％ ３１.２％ ２５％ 

理科 ４２.３％ ３５.５％ ２８.１％ ３２.８％ ３０％ 

英語 － － １４.６％ １６.５％ ３０％ 

中３ 

国語 ３１.５％ ３２.２％ ２７.７％ 2９.９％ ２５％ 

社会 ５０.３％ ４８.４％ ４５.４％ ４６.９％ ３５％ 

数学 ４２.７％ ３８.９％ ４２.３％ ３９.０％ ３０％ 

理科 ５７.５％ ４９.１％ ４８.０％ ４４.２％ ３５％ 

英語 ４０.２％ ３６.７％ ３７.６％ ４１.３％ ３０％ 

 

本調査では、児童・生徒が、学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学ん

だ場合、設問ごとに正答できることを期待した児童・生徒の割合を「目標値」として定めている。 

この目標値に対して、「－５ポイント以上＋５ポイント未満」であった場合、目標値と同程度と

みなしＣ層とする。また、Ｃ層より正答率が高い層を、７８パーセントと２２パーセントに分け、

C層に近い側をＢ層、もう一方をＡ層とする。また、Ｄ層、Ｅ層についても同様の考えとする。 
 

（例）目標値が５０％の場合 

50 

Ｃ層 

目標値 
目標値－５ 

ポイント 

45 0 55 100 

目標値＋５ 

ポイント 

45ポイント分 

Ｂ層 Ａ層 Ｄ層 Ｅ層 

55＋45×0.78 

＝90.1 

45ポイント分 

45－45×0.78 

＝9.9 
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(2) 短期目標 

第１次計画、第２次計画及び第３次計画（前計画）の各期間における取組の成果を検

証した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前計画における、Ｄ・Ｅ層に属する児童・生徒の割合に関する短期目標の達成状況は、

次のとおりである。 

 

 

 

 

 

各学年・教科の短期目標をやや高めに設定したため、短期目標を達成した教科数は少

なかったが、小学校は１７教科中３教科で、中学校は１５教科中２教科でＤ・Ｅ層の短

期目標を達成した。 

 

《短期目標１》「墨田区学習状況調査」における「Ｄ・Ｅ層（学力低位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり減少させる。                （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ★は各計画期間において短期目標を達成した教科、◎は令和 7 年度が令和 4 年度と

比べＤ・Ｅ層の割合が減少した教科を、それぞれ示している。 

短期目標 達成した 達成しなかった 
合計 

Ｄ・Ｅ層の割合 減少した 減少しなかった 減少した 減少しなかった 

小学校 2 1 6 8 17 

中学校 １ １ ４ 9 １5 

 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この３年間で小学６年生は、国語で１．３ポイント減少したものの全国平均正答率を

上回った。算数は２．０ポイント、理科で１．２ポイント増加し、算数・理科では短期

目標を達成した。中学３年生は、国語で１．８ポイント、数学で４．２ポイント、理科

で１．６ポイント増加し、国語、数学及び理科で短期目標を達成した。英語は２．４ポ

イント全国平均正答率を上回った。 

 

（《短期目標２》「全国学力・学習状況調査」における全ての教科の平均正答率を、全国（公

立）の平均正答率以上とする（小６・中３）。             

○ 区平均正答率を全国平均正答率と比較したときの値 

・小学校第６学年                        単位：ポイント 

教科 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和7年度 
令和７年度

目標 

※１ 

国語 

国語Ａ －１.５ 
＋２.２ ＋４.４ ＋３.１ ＋５ 

国語Ｂ －１.７ 

※１ 

算数 

算数Ａ －１.６ 

＋２.４ ＋３.８ ＋5.8 ＋５ 
算数Ｂ －１.９ 

理科※２ 
(平成２７年度) 

－１.８ 

(平成３０年度) 

＋２.０ 
＋２.７ ＋3.9 ＋３ 

 

・中学校第３学年                        単位：ポイント 

教科 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和7年度 
令和7年度

目標 

※１ 

国語 

国語Ａ －０.２ 
－１.２ ±０.０ ＋1.8 ＋１ 

国語Ｂ ＋１.６ 

※１ 

数学 

数学Ａ －１.２ 
－１.２ －０.４ ＋3.8 ±０ 

数学Ｂ －１.０ 

理科※２ 
(平成２７年度) 

－２.４ 

(平成３０年度) 

－２.６ 
＋０.７ ＋2.3 ＋１ 

英語※３ － ＋１.０ － 
（令和5年度）

＋２.4 

（令和5年度）

＋3 

※１ 国語及び算数・数学は、平成３０年度まではＡ問題（主として「知識」に関する問題）、

Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）が出題されており、令和元年度からは、Ａ問題と

Ｂ問題をまとめ、知識と活用を一体的に問う問題となった。 

※２ 理科は、平成２４年度から３年ごとに実施され、直近では令和７年度に実施された。 

※３ 英語は、令和元年度から３年ごとに実施され、直近では令和５年度に実施された。 
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「家で、『ほぼ毎日』又は『週に４～５日くらい』勉強する」と回答する児童・生徒の

割合は、小学６年生は令和２年度を境に減少し、中学３年生は令和３年度を境に減少し

ている。 

また、「家で、ほとんど勉強しない」と回答する児童・生徒の割合は、小学６年生では

０.２ポイント増加しているものの、中学３年生では０.５ポイント減少した。 

令和６年度からこれらの数値はやや持ち直しているものの、目標達成にはいたらなか

った。家庭学習では、宿題だけではなく、夢や希望の実現に向けて、自分の興味・関心

に合った自習や予習をするための時間として学習習慣を身に付けることが重要である。 

（参考）意識調査において、「家で、週に何日くらい勉強しますか」という質問に対して、「ほ

ぼ毎日」又は「週に４～５日くらい」と回答した児童・生徒の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《短期目標３》「墨田区学習状況調査」の意識調査において、「家で、『ほぼ毎日』又は『週

に４～５日くらい』勉強する」と回答する児童・生徒の割合を増加させ、「家で、ほとん

ど勉強しない」と回答する児童・生徒の割合を減少させる。 

・「家で、『ほぼ毎日』又は『週に４～５日くらい』勉強する」と回答する児童・生徒の割合 

学年 平成２８年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度 
令和７年度 

目標 

小６ ６６.８％ ７２.４％ ６３.７％ ６0.８％ ８０％ 

中３ ４７.４％ ５９.１％ ５９.７％ ５６.6％ ６５％ 
 

・「家で、ほとんど勉強しない」と回答する児童・生徒の割合 

学年 平成２８年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度 
令和７年度 

目標 

小６ １５.２％ １１.５％ １５.７％ １５.９％  ８％ 

中３ １９.４％ １５.０％ １１.５％ １１.0％ １０％ 
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中３ 



- 8 - 

 

２ 基本方針に基づいた取組の検証（項番は前計画の記載による） 

前計画の４つの基本方針は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

上記の基本方針に基づいた取組の成果及び課題は、次のとおりである。 

 

ア 児童・生徒は、自分で夢や希望を設定し、見通しを持って行動し、振り返り、主体的

に取り組む。 

① 探究的な学習の推進（指導室） 

 （取組）各教科における見方・考え方を総合的に活用し、探究的な学習の推進を図った。

また、その際には、地域教材等、学校独自の特色ある教育活動を行った。 

 （成果）探究的な学習では、地域教材を取り入れるなど学校独自の特色ある教育活動を行

うことで、意欲的に取り組む児童・生徒が増えた。すみだＧＩＧＡスクール授業

研究員の実践発表等により、探究型の学習のプロセスや目的について共通理解を

図ることができた。 

 （課題）探究的な学習を各教科の学習の活動で取り入れていくことを、さらに推進する必

要がある。 

 

② 各教科等の指導におけるＩＣＴ活用の促進（指導室・すみだ教育研究所） 

 【指導室】 

 （取組）令和６年度まで実施した「ＧＩＧＡスクール授業改善研究員」や令和７年度から

開始した「令和の日本型学校教育の実現を目指す授業改善研修」において、一人

１台端末を効果的に活用した実践について研修を行い、その成果を各校に共有し

た。 

学校サポート訪問や指導主事による学校訪問等の機会を活用し、効果的な実践に

ついて指導助言を行った。 

 （成果）各校で一人１台端末を効果的に活用した指導が実践され、「すみだＧＩＧＡスクー

ル構想授業改善ロードマップ」のステップ２の定着が図られた。 

 （課題）「すみだＧＩＧＡスクール構想授業改善ロードマップ」のステップ２を確実に定

着させるとともに、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向け

た研修を一層充実させる必要がある。 

 

ア 児童・生徒は、自分で夢や希望を設定し、見通しを持って行動し、振り返り、主

体的に取り組む。 

イ 全ての小・中学校は、組織的に学力向上に取り組む。 

ウ 全ての教員は、日々の授業の工夫・改善に努める。 

エ 学校や教育委員会は、家庭・地域と連携して更なる学力向上を図る。 
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【すみだ教育研究所】 

 （取組）各教科の問題が収録されているソフトウェアを一斉に導入し、主に家庭学習や授

業中の活用を進めた。 

 （成果）個別最適化された学習により、児童・生徒の一人ひとりの習熟度に応じた学習が

可能となった。繰り返し学習することにより基礎・基本の学習内容の定着を図る

ことができた。 

 （課題）ソフトウェアの機能向上等に合わせて活用方法を継続して検討する必要がある。 

 

③ 校務のＩＣＴ化による教育の質の向上（庶務課・すみだ教育研究所） 

 【庶務課】 

 （取組）教員用に校務支援システムを導入した校務用のパソコンとタブレット端末を整備

するとともに、全中学校で自動採点ソフト及び高速複合機を導入した。 

 （成果）テストの採点時間の削減等、教員の校務の効率化を図ることができたほか、児童・

生徒一人ひとりの学習履歴や心の成長の軌跡をデータベース化でき、児童・生徒

の学力向上に向けた支援を行うことができた。 

 （課題）教員が児童・生徒の学力向上に取り組む時間を十分確保できるようにするため、

校務のＩＣＴ化にさらに取り組む必要がある。 

【すみだ教育研究所】 

 （取組）校務支援システム内で「個人学習プロフィール」を作成し、墨田区学習状況調査

において主にＤ・Ｅ層の児童・生徒を対象に、「課題のある内容」や「具体的な手

だて」を入力・活用した。 

 （成果）次年度以降の学級・教科担当等に引き継ぎ、児童・生徒の学習課題について学年

間で継続して把握することができた。 

 （課題）より効果的な活用方法について共有する必要がある。 

 

④ 授業スタイルの確立・実施（指導室） 

 （取組） 「導入」「展開」「まとめ」という授業スタイルを確立するとともに、一単位時間

ごとにアウトプットの時間を設定した。 

また、サポート訪問や学校訪問時に周知した授業スタイルが実施されているか確

認し、指導・助言を行った。 

 （成果）授業スタイルの定着が図られたことで、若手の教員も一定の授業展開を行い、児

童・生徒が考え、主体的に学び、対話する時間やアウトプットの時間を設定し、

学習したことを一人ひとりが振り返ることで、分かったこと、分からなかったこ

とを認識することにつながった。 

 （課題）授業スタイルが確立したことで、活動時間の十分な確保など、児童・生徒の思考

を深めさせるための柔軟な時間配分が必要である。 
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⑤ 学校図書館司書と連携した読書活動の推進（指導室・ひきふね図書館） 

 （取組）学校図書館を利用しやすいように、環境整備を行うとともに、読書月間を設定

し、読書活動の推進を行った。 

また、修学旅行先や授業単元に関連する本を集めた参考図書セット（団体貸出セ

ット）を作成した。 

 （成果）学習内容や学校行事などに関連した本、季節感を味わう本などの紹介や掲示な

ど、環境整備を進めたことで、読書に親しむ習慣を育むことにつながった。 

 （課題）教科等の学習内容や行事と関連した図書を活用した調べ学習等を通じて、情報収

集能力や情報活用能力を高めることが必要である。 

 

⑥ 自分の考えを記述する教材の活用（すみだ教育研究所） 

 （取組）全国学力・学習状況調査などの各問題を学習内容に合わせて活用できるよう、大

問ごとに整備し、学校へ提供した。 

千葉大学との連携事業として「リテラシー育成のための分析、授業開発及び検証

委託」を実施し（令和３年度～令和５年度）、自分の考えを記述する問題としてＰ

ＩＳＡ型リテラシーの演習問題を作成、学校へ提供した。 

 （成果）連携事業を通じて学習ふりかえり期間や各単元の復習時において学習内容を振り

返るためのアウトプット教材として利用することができた。 

 （課題）アウトプット教材を一層充実する必要がある。 

 

⑦ 放課後の補習の充実（指導室・すみだ教育研究所） 

（取組） すみだスクールサポートティーチャー（すみだＳＳＴ）や、エデュケーションア

シスタント（原則、小学校１学年から第３学年に配置）を活用し、学校が行う放

課後学習の支援を行った。 

（成果）放課後補習の実施により、基礎的な学力の定着を図ることができた。 

（課題）放課後補習のための継続的な人材支援体制の確保が必要である。 

 

イ 全ての小・中学校は、組織的に学力向上に取り組む。 

① 墨田区学習状況調査の実施（すみだ教育研究所） 

 （取組）小学２年生～中学３年生の児童・生徒を対象に、墨田区学習状況調査を毎年度実

施した（実施教科は国語、社会、算数（数学）、理科、英語）。 

 （成果）調査結果に基づく分析を行い、児童・生徒の学習状況について的確に把握できた。

学校は調査結果から学力向上を図るための全体計画の作成や個々の教員が作成す

る学力向上プランを作成し、分析結果を各学校と認識の共有を図ることにより、さ

らなる学力向上に向けた取組を推進することができた。 

 （課題）より一層の学力向上のため、学習状況調査を継続して実施するとともに、分析結
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果に基づく課題を明らかにし、授業改善の実効性を高める必要がある。 

② 墨田区学習状況調査結果を活用したＰＤＣＡサイクルの確立（すみだ教育研究所） 

（取組）墨田区学習状況調査の実施、調査結果の分析、学力向上を図るための全体計画の

作成及び学習ふりかえり期間の実施等、学力向上に関わるＰＤＣＡサイクル（１

年間の流れ）に基づき各学校で学力向上に向けた取組を実施した。 

（成果）学習ふりかえり期間におけるふりかえりシートの活用を通じて知識の定着におい

て必要となる学習の振り返りを図る機会がより充実し、学力向上に寄与している。 

（課題）調査結果の分析手法や学習ふりかえり期間における対応方法など、各取組を一層

効果的にするため学校とヒアリング等を通じて共通認識を図る必要がある。 

 

③ 全国学力・学習状況調査、児童・生徒の学力向上を図るための調査の実施（すみだ教育研究所） 

（取組）全国学力・学習状況調査は小学６年生及び中学３年生を対象に実施した。教科

は、毎年度実施している国語及び算数（数学）に加え、令和５年度では中学校英

語、令和７年度には中学校理科が実施された（なお、児童・生徒の学力向上を図

るための調査（都調査）は令和５年度に終了している）。 

（成果）全国学力・学習状況調査は小学校、中学校とも全国平均正答率を上回った。 

（課題）基礎的な問題だけでなく、知識の活用を試す問題についても対応できるよう、日

頃からのアウトプットを重視した授業改善を図る必要がある。 

 

④ 学力向上委員会の設置及び学力向上委員長の指名（すみだ教育研究所） 

（取組） 全ての小・中学校に学力向上委員会を設置し、校長が学力向上委員長を指名した。 

（成果）学習状況調査実施の運営や、調査分析、学習ふりかえり期間の運営等、校長のリ

ーダーシップのもと、組織的にＰＤＣＡサイクルを進めることができた。 

（課題）学力向上委員会及び学力向上委員長が自校の成果や課題について把握し、校長と

連携して学力向上に取り組めるよう、学力向上ヒアリングの機会等を通じて支援

する必要がある。 

 

⑤ 墨田区教育研究奨励事業の実施（指導室） 

 （取組）研究対象校、対象グループ及び対象者に対して補助金を交付し、区立学校・幼稚

園教員の自主的な教育研究活動の奨励を図っている。 

 （成果）特色ある学校づくり推進校及び研究協力校の研究では、「子どもたちの主体性や表

現力の育成、意欲の向上」「ＩＣＴの活用」「学習環境や教材開発の向上」「特別支

援教育の充実」等、都や区の施策・課題に対応した研究主題を基に研究を行うこ

とができた。 

 （課題）研究の成果を実証し、次なる改善点を見いだす必要がある。また、このプロセス

を通じて、教員一人ひとりが研究の意義を深く理解し、自発的な取組が出てくる
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仕組みを構築することが必要である。 

 

ウ 全ての教員は、日々の授業の工夫・改善に努める。 

① 学習指導力の向上を図る研修の実施（指導室） 

 （取組）教員に共通で求められる資質・能力のうち、主として学習指導に関する知識（①

学習者中心の授業の創造、②カリキュラムマネジメント、③授業設計・実践・評

価・改善、④各教科等の専門的知識）を高める研修を行った。 

特にＩＣＴ活用を重点に置いた研修を実施し、「ねらいに沿って授業を展開する力」

「児童・生徒の興味を引き出し、個に応じた指導をする力」「効果的にＩＣＴを活

用し、児童・生徒の主体的な学習を促すことができる力」「学習状況を適切に評価

し、授業を進める力」「授業を振り返り改善する力」の向上を目指す研修会を実施

した。 

 （成果）研修後のアンケート調査にある、「自身の資質を高めることに役立った」では、肯

定的な意見が９割を超えており、主として学習指導に関する知識を高める研修が

できた。 

ＩＣＴ活用を重点に置いた研修会を行うことで、教員のＩＣＴ活用スキルが向上

し、教員がＩＣＴを活用した授業を行う機会が増えたことや、児童・生徒もＩＣ

Ｔを活用して学習に取り組めるようになった。 

 （課題）教員の構成や経験年数に差が見られることから、学校ごとのＯＪＴ研修会を企

画・実施していくことが必要である。 

 

② 経験年数や教育課題に対応した研修の実施（指導室） 

 （取組）１年次から３年次までの若手教員育成研修、中堅教諭等資質向上研修でそれぞれ

職層や経験年数に応じた研修を実施した。その他、各教科等の教育課題に対応し

た研修を実施した。 

 （成果）職層別の研修を開催することで、学びの焦点化や共有化が図られ、より精度の高

い研修内容にすることができた。 

また、教育課題に対しての捉え方も経験年数による共通点が生き、活発な意見交

流を生み出すことができた。 

 （課題）職層や経験年数に合わせ、現在の教育課題の解決に向けた研修となるよう、内容

を充実させていく必要がある。 

 

③ 習熟度別指導・少人数指導の実施（指導室） 

（取組）東京都の習熟度別指導ガイドライン（算数・数学、英語）に基づき、既習事項の

学び直しや反復学習などによる「補充的な指導」だけでなく、発展的な内容の学

習や課題学習などによる「発展的な指導」を行った。 
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 （成果）習熟度によって授業展開や課題設定を変えることで、学習の定着やより発展的な

学びを行うことができた。 

 （課題）習熟度別指導を行うにあたっては、指導方法や教員の配置・力量の把握、学級の

人数配分などについて、指導開始前に十分に検討することの重要性を学校が認識

し、計画的に取り組む必要がある。 

 

④ 各教科等の学習における図書館利用の推進（指導室） 

 （取組）学校図書館スタッフが、各教科の単元に応じて、授業で使用する本を選定し、掲

示や貸し出しを行った。 

また、図書館資料を活用する授業について、児童・生徒が必要な情報を探し、資

料の使い方について学ぶ機会が設定された。 

 （成果）各教科の単元での学習を通し、図書館資料を活用する取組を行うことで、児童・

生徒に情報の探し方や、資料の使い方を身に付けさせることができた。 

 （課題）デジタル図書が増える中、デジタル図書と紙媒体の資料の活用のバランスについ

て検討していくことが必要である。 

 

⑤ 学力向上プランの作成・実施（すみだ教育研究所） 

 （取組）墨田区学習状況調査結果や通常の授業の様子等から児童・生徒の課題を明らかに

し、校長が作成した学力向上全体計画に基づき、具体的な課題解決の方法を小・

中学校の教員が「学力向上プラン」に定め、プランに定めた取組を確実に実行し

た。 

 （成果）各教員の学力向上プランと校長が作成する学力向上を図るための全体計画との整

合性を確保し、全教員が共通の目標に向けて連携することにより、組織的かつ効

果的な学力向上の取組を進めることができた。 

 （課題）学力向上プランで定めた取組内容を着実に行えるよう、教材整備の支援等を継続

的に行う必要がある。 

 

⑥ 学習内容を定着させるための教材の活用（すみだ教育研究所） 

（取組）学習内容を定着させるための教材（ふりかえりシート）やアウトプットのための

教材、タブレット端末で利用できるドリルコンテンツを整備した。学校では、児

童・生徒の学習状況に応じ教材を活用し、「指導の個別化」を図った。 

（成果）学習ふりかえり期間や日々の授業等での学習内容の定着に役立てることができた

ほか、国語・英語においては音声付きの問題を整備したことで、「聞く」力への対

応も図ることができた。 

（課題）記述問題や読解力向上に資する教材等、多様な学習内容に対応した教材のさらな

る充実が求められる。 
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⑦ 指導のポイントの作成・活用（すみだ教育研究所） 

 （取組）小・中学校の教育研究会から推薦された教員による「指導のポイント作成委員会」

を組織し、指導のポイントを作成した。 

 （成果）墨田区学習状況調査において、多くの学校で課題が見られた問題に焦点化して指

導のポイントを作成したため、指導におけるポイントをより明確にすることがで

きた。 

 （課題）指導のポイントの内容が、教員にとってより具体的かつ実践的なものとなるよう

さらに工夫が必要である。 

 

⑧ 教育研究所ニュースの発行・活用（すみだ教育研究所） 

 （取組）全国学力・学習状況調査で課題が見られた問題や、読解力向上に関連するもの、

学校経営や授業改善に関する情報を教育委員会が発行した。 

 （成果）教員の授業改善に役立てることができた。 

 （課題）学力向上のために必要な情報を分析して情報発信することが必要である。 

 

⑨ 学習意欲に関する共同研究の成果に基づいた取組（すみだ教育研究所） 

 （取組）教育委員会は学校へ「学習意欲測定尺度（東京未来大学との学習意欲に関する共

同研究成果）」にかかるデータ提供を行った。 

大学と連携し、学習意欲向上に関する講座を実施した。 

 （成果）データ提供により、学校は、児童・生徒の学習行動についての心理的要素を確認

できた。 

講座を通じて、「なぜ学習が必要なのか」「どのように勉強すると良いのか」等、

児童・生徒、保護者へ直接伝えることができた。 

 （課題）学力向上に向け、児童・生徒の学習意欲等をさらに向上させるための取組を進め

る必要がある。 

 

⑩ 幼保小中一貫教育に関する学習指導の取組（すみだ教育研究所） 

 （取組）「墨田区幼保小中一貫教育推進計画」に基づき、幼児期から中学校卒業までを見

通した学習指導等の取組を実施した。各ブロックにおいて園児を対象とした英語

活動体験を実施した。 

 （成果）各ブロックにおける協議会の開催（年３回）や授業研究（年１回以上）が定着し、

学習に関するブロック内の課題認識の共有を図ることができた。園児が早期から

英語に触れ・慣れ親しむ機会を作ることができた。 

 （課題）教科における連携については教育課程の接続を意識して取り組む必要がある。幼

児の認知能力及び非認知能力を育成するためのブロック内の共通理解を図る必要

がある。 
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⑪ 学校支援ネットワーク事業の実施（地域教育支援課） 

 （取組）子どもたちが地域の方の多様な知識・技術等を学び「生きる力」を育むため、学

習指導要領に対応した「出前授業」を実施した。 

 （成果）地域の方や企業・団体等の講師を学校に派遣する出前授業を行うことにより、子

どもたちは新たな学びを体験するとともに、学ぶ楽しさや気づき・発見を通して

学習意欲を高めることができた。 

（課題）出前授業の実施回数が、新型コロナウイルス感染症の影響により大きく落ち込み、

回復が緩やかなことから、各学校に対し情報発信を強化する必要がある。 

 

エ 学校や教育委員会は、家庭・地域と連携して、更なる学力向上を図る。 

① 放課後子ども教室における学習支援（地域教育支援課） 

 （取組）保護者や地域住民の参画を得ながら、放課後に小学校の空き教室等を活用し、自

主学習の機会を提供した。 

 （成果）学校主体で計画的に実施する「放課後学習」以外に自主学習の機会を提供するこ

とにより、学習機会を増やすことに寄与した。 

 （課題）スポーツ、遊び、体験活動等とバランスも考慮しつつ、総合的な子どもの成長を

支援しながら学習時間を確保する必要がある。 

 

② 家庭と地域の教育力充実事業の実施（地域教育支援課） 

 （取組）家庭教育支援講座、子育て通信の発行、家庭教育学級に対する補助金の交付など

の各種施策を展開した。 

 （成果）親自身が学習する機会を設けることで、家庭教育の振興に寄与した。 

 （課題）より多くの家庭で家庭教育の向上が図られるよう、実施事業の周知・啓発方法等

を検討する必要がある。 

 

③ ＰＴＡとの連携事業の実施（地域教育支援課・すみだ教育研究所） 

（取組）各校ＰＴＡの連合体である区立小学校ＰＴＡ協議会及び区立中学校ＰＴＡ連合会 

が、それぞれ年に１回開催する定期総会や連合ＰＴＡ研修大会等の活動を、共催・

後援の形で支援した。学習状況調査の結果等を説明するとともに、家庭学習の意

義等について周知を図った。 

 （成果）ＰＴＡ研修大会の開催を通じて、現代的な課題についての理解を深め、子どもた

ちの健全な成長を支援するための知識と対策を共有した。この取組により、子ど

もたちの学習面だけではなく、日常生活に関する保護者の意識向上と知識の習得

にも貢献した。 

（課題）各種ＰＴＡ事業において各連合ＰＴＡと連携し、周知・啓発方法等を検討する必

要がある。 



- 16 - 

 

④ すみだチャレンジ教室の実施（すみだ教育研究所） 

 （取組）各校の行う放課後補習の中から教育委員会が実施校を指定し、大学の協力のも

と、放課後の補習教室を開催した。 

 （成果）学力の定着に課題がある児童・生徒に対し、基礎的な知識及び技能の定着と学習

意欲の喚起を図ることができた。 

 （課題）基礎・基本の定着に加え、学習習慣が定着できるよう、子どもに対して励ましの

声をかけることなど、学校や家庭での子どもへの働きかけについて、さらに検討

する必要がある。 

 

⑤ 家庭学習の充実（すみだ教育研究所） 

 （取組）ふりかえりシートやデジタル教材等、家庭で利用できる演習問題を整備した。学

校の指導と家庭学習を組み合わせた指導のあり方を示した。 

 （成果）紙とタブレットの両方の教材を用意したことで、学習内容に応じて効果的に活用

できた。 

 （課題）子どもに対して励ましの声をかけることなど、家庭での学習習慣を一層高めてい

く必要がある。 

 

⑥ 小学校すたーとブック・中学校入学プレブックの配布（すみだ教育研究所） 

（取組）就学を控えた５歳児の保護者に対して、園を通して小学校すたーとブックを作

成・ 配布した。小学６年生に対して、中学校入学プレブックを作成・配布し、

中学入 学の際に中学校が確認するなど、着実な取組を行った。 

（成果）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について解説することや、墨田区学習状

況調査の結果から身につけておいてほしい問題等を掲載したことにより、小学校

と中学校の教科連携に役立てることができた。 

（課題）入学を控えた児童・生徒の保護者に向け、家庭での学習習慣の意義と、非認知能

力を伸ばすことの大切さについて理解を深めてもらう取組が必要である。 
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３ 成果及び課題（総括） 

「ア 児童・生徒は、自分で夢や希望を設定し、見通しを持って行動し、振り返り、主

体的に取り組む。」「イ 全ての小・中学校は、組織的に学力向上に取り組む。」「ウ 全て

の教員は、日々の授業の工夫・改善に努める。」「エ 学校や教育委員会は、家庭・地域と

連携して、更なる学力向上を図る。」という基本方針のもと、学力向上に向けた多面的な取

組が展開され、児童・生徒の学力は着実に向上してきた。 特に、墨田区学習状況調査の結

果を活用したＰＤＣＡサイクルの構築により、校長による明確なビジョンとマネジメント

のもと、学校全体で学力向上に向けた取組が推進されたことや、教員による授業改善が日

常的に積み重ねられてきたことが、学力定着の基盤となった。こうした取組は、第４次計

画においても継承・発展すべきである。 

また、前計画の長期目標や短期目標から、次の成果及び課題が明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 《長期目標１》の達成状況から、中学校では目標を達成したが、小学校では目標達

成に至らず、粘り強く学習に取り組む児童の割合が伸び悩んでいる。児童が学習の目

標を持ち、自律的に学ぶ力を育てるための具体的な方策が引き続き必要である。 

○ 《長期目標２》及び《短期目標１》の達成状況から、全体としてＤ・Ｅ層の割合は

おおむね減少傾向にあるが、一部で増加が見られた。平均点が上昇する一方で、学力

分布の広がりが見られる状況にあるため、引き続きＤ・Ｅ層の減少傾向をさらに促進

し、Ａ・Ｂ・Ｃ層に引き上げていく必要がある。 

○ 《短期目標２》では、小・中学校ともに全国平均を上回り、基礎的な学力の定着に

一定の成果が見られた。今後は、記述式への対応、思考力・判断力・表現力等を高め

るための発展的な学習の充実が求められる。 

○ 《短期目標３》の達成状況では、小・中学校ともに家庭学習への取組が少しずつ現

れている一方で、家庭学習の習慣づくりに引き続き取り組む必要がある。 

これらの成果と課題を踏まえ、第４次計画では、学力向上を一層効果的に進めるた

め、「学習意欲」「粘り強さ」「自己調整力」といった非認知能力の育成と、「分かる授

業」「組織的な学校づくり」の両面から、具体的な取組を着実に推進していくことが

求められる。 
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４ 墨田区学力向上新３か年計画（第３次）における取組に関する調査結果  

⑴ 調査概要  

ア 調査内容  

墨田区学力向上新３か年計画（第３次）（令和５年度～令和７年度）の「基本方針

に沿った主な事業」の各事業の効果性について、 

   ★★★★★ とてもそう思う 

   ★★★★  そう思う 

   ★★★   どちらとも言えない 

   ★★    そうは思わない 

   ★     全くそうは思わない 

の５件法で調査を実施した。 

イ 調査対象  

区立幼稚園・小学校・中学校に勤務する園長、校長、副園長、副校長、主幹教諭、

指導教諭、主任教諭、教諭 

ウ 調査方法  

インターネットを活用した調査  

エ 調査期間  

令和７年７月１５日（火）～８月７日（木）  

オ 回答者数  

６２７件  

⑵ 調査結果 

   次頁に続くグラフのとおり 
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Ⅲ 墨田区学力向上新３か年計画（第４次） 
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Ⅲ 墨田区学力向上新３か年計画（第４次） 

１ 基本方針 

墨田区学力向上新３か年計画（第４次）（以下、「本計画」という。）では、墨田区学

力向上新３か年計画（第３次）（以下、「前計画」という。）の基本的な考え方を継承し

つつ、「目に見える学力」と相関の強い非認知能力*１の育成を通じて学力向上を図るこ

とを目指す。また、墨田区学習状況調査及び全国学力・学習状況調査等の結果に基づ

き取組を検証し、成果や課題を明確化するとともに、学力向上に資する具体的な成果

目標を設定し、組織的・計画的な取組を推進する。さらに、「墨田区教育施策大綱（令

和３年度～令和７年度）」の改定や「すみだ教育指針（令和５年度～令和８年度）」と

の整合を図りつつ、国や都の教育施策の方向性にも対応させた内容とする。 

そして、認知能力（知識・技能、思考力・判断力・表現力）と非認知能力（学習意

欲・粘り強さなど）を一体的に育成し、すべての子どもが主体的に学び、将来の夢や

希望の実現に向かって学力を高めていくよう、基本方針を次のとおりとする。 

⑴  全ての幼稚園及び小・中学校が、非認知能力の育成に組織的に取組、全ての小・

中学校が、学力向上に組織的に取り組む。 

学力向上を図るためには、学校が方向性を共有し、組織的に取り組むことが不可

欠である。各園・学校では、校長のリーダーシップのもと、教員が学力向上に向け

て継続的に実践を進める。また、学習意欲や粘り強さなど、認知能力の発揮や定着

を支える非認知能力の育成にも、意図的に取り組む。学力（認知能力）と非認知能

力の両面に働きかける取組を、学校全体で一体的に進める体制を構築する。 

⑵  全ての教員が、授業改善を継続して行う。 

「分かる・できる」実感のある授業は、子どもたちの意欲と学力の両方を引き出

す。教員は「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」やＩＣＴの活用を意

識しながら、教材や指導法を工夫し、日々の授業改善を継続する。また、授業研究

や研修等を通じて、指導の質を向上させる。 

⑶  教育委員会が、幼稚園、小・中学校、家庭及び地域と連携し、さらなる学力向上

を図る。 

学力向上は学校だけでなく、家庭や地域との連携が重要である。教育委員会は、

各園・校と協働しながら、家庭学習や地域資源の活用支援、成果と課題の見える

化、分析に基づく指導助言などを通じて、学力向上の基盤を整える。また、学力向

上推進会議や研修体制等を通じて、全体の連携強化と質の向上を図る。 

⑷  児童・生徒が、夢や希望を持てるようにし、学習状況を振り返り、主体的に学力

向上に取り組む。 

すべての児童・生徒が夢や希望を持ち、それに向かって努力を重ねることができ

るよう支援する。学習状況を振り返る機会を設けることで、自らの成長や課題を認

識し、次の学びへと自律的に進んでいく力を養う。こうした主体的な学びの姿勢

が、自己の可能性を最大限に引き出し、将来の well-being＊２へとつながる。 

 

 

 

 

 

※１ 非認知能力については１ページの脚注を参照。 

※２ well-being については１ページの脚注を参照。 
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２ 目標 

学力向上及び非認知能力育成の取組の方向性と進捗状況を明確にするために、目標を

設定する。 

目標値は、本計画期間満了時（令和１０年度）の目標値のほか、中長期的な視点で１

０年後の目標値を設定する。なお、１０年後の目標値は、社会情勢や教育環境の変化に

伴い、見直しが必要となる場合がある。そのため、必要が生じた場合においては、検証

及び調整を行い、持続可能な水準で目標達成を図ることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標１】「墨田区学習状況調査」における「Ａ・Ｂ層（学力上位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり増加させる。 

■小学校 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

小学校 

 

第２学年 

国語 ６９．０％ ７０％ ７５％ 

社会 - - - 

算数 ７０．４％ ７２％ ７５％ 

理科 - - - 

英語 - - - 

小学校 

 

第３学年 

国語 ６７．３％ ７０％ ７５％ 

社会 - - - 

算数 ６８．０％ ７０％ ７５％ 

理科 - - - 

英語 - - - 

小学校 

 

第４学年 

国語 ６８．５％ ７０％ ７５％ 

社会 ６６．６％ ６８％ ７０％ 

算数 ６４．６％ ６８％ ７０％ 

理科 ５３．８％ ５５％ ６０％ 

英語 - - - 

小学校 

 

第５学年 

国語 ６０．５％ ６３％ ６５％ 

社会 ６１．４％ ６３％ ６５％ 

算数 ６３．０％ ６５％ ７０％ 

理科 ４９．６％ ５２％ ５５％ 

英語 - - - 

小学校 

 

第６学年 

国語 ５３．１％ ５５％ ６０％ 

社会 ５５．８％ ５７％ ６０％ 

数学 ５５．８％ ５８％ ６０％ 

理科 ５０．６％ ５２％ ５５％ 

英語 ７１．２％ ７３％ ７５％ 
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本区の児童・生徒の学力は着実に定着しているが、夢や希望の実現に向けて、Ｃ・Ｄ・

Ｅ層の児童・生徒を引き上げ、Ａ・Ｂ層の児童・生徒をさらに伸ばす必要がある。 

本計画では、墨田区学習状況調査におけるＡ・Ｂ層の児童・生徒を増加させる目標を新

たに設定することとし、目標達成に向けた取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標１】「墨田区学習状況調査」における「Ａ・Ｂ層（学力上位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり増加させる。 

 

■中学校 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

中学校 

 

第１学年 

国語 ６１．７％ ６３％ ６５％ 

社会 ３８．３％ ４０％ ４５％ 

数学 ５２．４％ ５５％ ６０％ 

理科 ３２．６％ ３５％ ４０％ 

英語 ６９．６％ ７０％ ７５％ 

中学校 

 

第２学年 

国語 ５８．５％ ６０％ ６５％ 

社会 ３１．２％ ３５％ ４０％ 

数学 ４８．５％ ５０％ ５５％ 

理科 ３７．５％ ４０％ ４５％ 

英語 ５１．６％ ５５％ ６０％ 

中学校 

 

第３学年 

国語 ５０．７％ ５３％ ５５％ 

社会 ３４．４％ ３５％ ４０％ 

数学 ４９．３％ ５０％ ５５％ 

理科 ４４．３％ ４５％ ５０％ 

英語 ４５．８％ ４８％ ５０％ 
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【目標２】「墨田区学習状況調査」における「Ｄ・Ｅ層（学力低位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり減少させる。 

 

■小学校 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

小学校 

 

第２学年 

国語 １６．７％ １６％ １５％ 

社会 - - - 

算数 １３．６％ １２％ １０％ 

理科 - - - 

英語 - - - 

小学校 

 

第３学年 

国語 １６．９％ １６％ １５％ 

社会 - - - 

算数 １８．６％ １６％ １５％ 

理科 - - - 

英語 - - - 

小学校 

 

第４学年 

国語 ２０．４％ ２０％ １５％ 

社会 ２４．８％ ２２％ ２０％ 

算数 ２１．１％ ２０％ １５％ 

理科 ３２．１％ ３０％ ２５％ 

英語 - - - 

小学校 

 

第５学年 

国語 ２２．８％ ２１％ ２０％ 

社会 ２８．７％ ２６％ ２５％ 

算数 ２６．１％ ２５％ ２０％ 

理科 ３２．８％ ３０％ ２５％ 

英語 - - - 

小学校 

 

第６学年 

国語 ２７．２％ ２５％ ２０％ 

社会 ２９．２％ ２７％ ２５％ 

算数 ３１．２％ ２８％ ２５％ 

理科 ３２．８％ ３０％ ２５％ 

英語 １６．５％ １６％ １５％ 
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本区の児童・生徒の学力は着実に定着しているが、一部の学年・教科ではＤ・Ｅ層の児

童・生徒が増加している傾向もある。 

前計画に引き続き、墨田区学習状況調査におけるＤ・Ｅ層の児童・生徒を減少させる目

標を設定することとし、目標達成に向けた取組を推進する。 

  

【目標２】「墨田区学習状況調査」における「Ｄ・Ｅ層（学力低位層）の児童・生徒」

の割合を、次のとおり減少させる。 

 

■中学校 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

中学校 

 

第１学年 

国語 ２８．５％ ２５％ ２０％ 

社会 ４５．８％ ４０％ ３５％ 

数学 ２９．７％ ２５％ ２０％ 

理科 ４９．２％ ４５％ ４０％ 

英語 １４．１％ １２％ １０％ 

中学校 

 

第２学年 

国語 ３１．７％ ３０％ ２５％ 

社会 ５１．５％ ４５％ ４０％ 

数学 ３８．８％ ３５％ ３０％ 

理科 ５０．０％ ４５％ ４０％ 

英語 ３６．７％ ３５％ ３０％ 

中学校 

 

第３学年 

国語 ２９．９％ ２７％ ２５％ 

社会 ４６．９％ ４５％ ４０％ 

数学 ３９．０％ ３５％ ３０％ 

理科 ４４．２％ ４０％ ３５％ 

英語 ４１．３％ ４０％ ３５％ 
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全国学力・学習状況調査は、問題を解くために読み解く力が必要な問題が多く、学習

指導要領で育成を目指す「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力等」が問われる問

題が出題されている。また、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッ

セージも発信されている。 

前計画に引き続き、全国学力・学習状況調査に関する目標を設定することとし、目標達

成に向けた取組を推進する。 

なお全国学力・学習状況調査ではＩＲＴ＊１に基づく評価が行われているが、現時点（令

和 7年度）において、全教科においてＩＲＴの数値が存在しないことや、これまでの比較

可能性を重視し、当面の間、全国平均正答率との差を目標値として設定する。 

 

 

【目標３】「全国学力・学習状況調査」における各教科の平均正答率を、全国（公立）

の平均正答率以上とする。 
 
■小学校（全国平均正答率との差） 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

小学校 

 

第６学年 

国語 ＋３．１ ＋６．０ ＋１０．０ 

算数 ＋５．８ ＋９．０ ＋１５．０ 

理科 ＋３．９ ＋６．０ 
（令和１６年度） 

＋１０．０ 

 

 

■中学校（全国平均正答率との差） 

学年 教科 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

中学校 

 

第３学年 

国語 ＋１．８ ＋３．５  ＋７．０ 

数学 ＋３．８ ＋７．０  ＋１３．０  

理科 ＋２．３ ＋４．５ 
（令和１６年度） 

＋７．０ 

英語 
（令和５年度） 

＋２．４ 

（令和１１年度） 

＋６．５ 
＋１４．０ 

 

※理科は直近で令和７年度に実施され、３年に１回程度の頻度で実施されている。 

※英語は直近で令和５年度に実施され、３年に１回程度の頻度で実施されている。 

※１ 項目反応理論。問題の特性（難易度や識別力等）と各児童生徒の学力を分けて考える枠組み。いくつかの手続

きを経ることで、異なる時点、問題セット、児童生徒集団等で実施した場合であっても、その結果を相互に比較

できるようになる。 
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児童・生徒が夢や希望を持ち、それを実現するためには、学習意欲や粘り強さを持ちな

がら目標に向けて学習を重ねていく必要がある。 

前計画に引き続き、墨田区学習状況調査における「目標に向けていつもコツコツ学習し

ている児童・生徒数」を増加させる目標を設定することとし、目標達成に向けた取組を推

進する。 

 

 
 
 

  

【目標４】「墨田区学習状況調査」の意識調査における「目標に向けていつもコツコツ

学習している児童・生徒」の割合を、次のとおり増加させる。 

 

 ■小学校 

学年 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

小学校 

第４学年 
６８．４％ ７０％ ７５％ 

小学校 

第５学年 
６３．１％ ６５％ ７０％ 

小学校 

第６学年 
６２．５％ ６５％ ７０％ 

■中学校 

学年 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

中学校 

第１学年 
６４．２％ ６５％ ７０％ 

中学校 

第２学年 
５１．９％ ５５％ ６０％ 

中学校 

第３学年 
６４．０％ ６５％ ７０％ 

 

※本調査項目は小学校第４学年から実施している。 
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児童・生徒が未来に向けて進む力を養うために、探究心を持って行動していく必要があ

る。 

本計画では、墨田区学習状況調査における「テストでまちがえた問題をあとでやり直し

ている児童・生徒」の割合を増加させる目標を新たに設定することとし、目標達成に向け

た取組を推進する。 

  

【目標５】「墨田区学習状況調査」の意識調査における「テストでまちがえた問題をあ

とでやり直している児童・生徒」の割合を、次のとおり増加させる。 

 

 ■小学校 

学年 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

小学校 

第２学年 
９１．１％ ９３％ ９５％ 

小学校 

第３学年 
８６．８％ ８８％ ９０％ 

小学校 

第４学年 
８３．８％ ８５％ ８８％ 

小学校 

第５学年 
８１．３％ ８３％ ８５％ 

小学校 

第６学年 
７５．４％ ７７％ ８０％ 

■中学校 

学年 
令和７年度 

（現状） 

令和１０年度 

（目標） 

令和１７年度 

（目標） 

中学校 

第１学年 
７２．４％ ７４％ ７７％ 

中学校 

第２学年 
５７．９％ ５９％ ６２％ 

中学校 

第３学年 
６１．６％ ６３％ ６５％ 
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３ 基本方針に沿った具体的な取組 

(1)取組体系図 

具体的な取組 所管 ページ 

ア 全ての幼稚園及び小・中学校が、非認知能力の育成に組織的に取組、全ての小・中学校が、学
力向上に組織的に取り組む。 

① ジグソー学習の推進【新規】 指導室 ３８ 

② 墨田区学習状況調査の実施 研究所 ３９ 

③ 墨田区学習状況調査結果を活用したＰＤＣＡサイクルの確立 研究所 ４０ 

④ 全国学力・学習状況調査の実施 研究所 ４１ 

⑤ 学力向上委員会の設置及び学力向上委員長の指名 研究所 ４２ 

⑥ 墨田区教育研究奨励事業の実施 指導室 ４３ 

⑦ 校務のＩＣＴ化による教育の質の向上 庶・研 ４３ 

イ 全ての教員が、授業改善を継続して行う。 

① 各教科等の学習活動におけるＩＣＴ活用の促進 指・研 ４４ 

② 授業スタイルの確立・実施 指・セ ４５ 

③ 読解力・情報活用能力育成のための教材整備 研究所 ４６ 

④ 学習指導力の向上を図る研修の実施 指導室 ４７ 

⑤ 経験年数や教育課題に対応した研修の実施 指導室 ４７ 

⑥ 習熟度別指導・少人数指導の実施 指導室 ４８ 

⑦ 各教科等の学習における図書館利用の推進 指導室 ４８ 

⑧ 学力向上プランの作成・実施 研究所 ４９ 

⑨ 学習内容を定着させるための教材の活用 研究所 ５０ 

⑩ 幼保小中一貫教育に関する学習指導の取組 研究所 ５１ 

⑪ 「指導のポイント」の作成・活用 研究所 ５２ 

ウ 教育委員会が、幼稚園、小・中学校、家庭及び地域と連携し、さらなる学力向上を図る。 

① 学習意欲に関する共同研究の成果に基づいた取組 研究所 ５３ 

② すみだ教育研究所ニュースの発行・活用 研究所 ５４ 

③ 放課後子ども教室における学習支援 地教 ５５ 

④ 家庭と地域の教育力充実事業の実施 地教 ５５ 

⑤ ＰＴＡとの連携事業の実施 地・研 ５６ 

⑥ 学校支援ネットワーク事業の実施 地教 ５６ 

エ 児童・生徒が、夢や希望をもてるようにし、学習状況を振り返り、主体的に学力向上に取り組
む。 

① 探究的な学習の推進 指導室 ５７ 

② 放課後補習の充実 研究所 ５８ 

③ 家庭学習の充実 研究所 ５９ 

④ 学校図書館司書と連携した読書活動の推進 指導室 ６０ 

⑤ 小学校すたーとブック・中学校入学プレブックの配布 研究所 ６１ 

庶：庶務課    指：指導室   研、研究所：すみだ教育研究所 

セ：教育センター 地、地教：地域教育支援課 図：ひきふね図書館 
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(2) 具体的な取組（項番は前頁の記載のとおり） 

ア 全ての幼稚園及び小・中学校が、非認知能力の育成に組織的に取組、全ての小・中学校が、学力

向上に組織的に取り組む。 

①  ジグソー学習の推進（指導室）【新規】 

児童・生徒が互いに教え合いながら学びを深めるジグソー学習を推進し、知識・技能の定着や思

考力・表現力の向上とともに、粘り強さや主体性、協働性といった非認知能力を育成する。 

ジグソー学習では、自分の担当領域を他者にわかりやすく伝える必要があるため、この過程を通

じて知識の獲得、定着とともに、「自分の考え方を再構成する力」「分かるように説明する力」「相手

を意識した表現力」の育成とともに、「粘り強く取り組む姿勢」「学習への目的意識」を育成する。 

各学校においては、教科・単元の特性を踏まえてジグソー学習を効果的に取り入れ、授業の中に

「協働的な学び」を計画的に組み込むことで、主体的に学習に取り組む態度や自己の感情や行動を

統制する力、互いの良さを生かして協働する力、優しさや思いやり、諦めないで困難に立ち向かう

力等の非認知能力を育む。 

教育委員会は、ジグソー学習の実践事例や学習指導案の提供、教員研修の実施、授業視察を通じ

た助言等により、実践の質を高める支援を行う。ジグソー学習に適した課題素材やワークシートを

整備し、ＩＣＴを活用した協働的学習の推進に取り組む。 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・ジグソー学習の実践 

・実践事例や指導案の

提供、教員研修の実

施等 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  （参考）ジグソー法による授業実践について 

 

 

  

実践動画１  

1 

 

実践動画２  

1 

 

解説動画  

1 

 

協働学習/授業デザ
インハンドブック  
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②  墨田区学習状況調査の実施（すみだ教育研究所） 

児童・生徒の確かな学力の定着を図り、自ら学び、課題解決できる人材を育成することを目的と

した学力向上施策推進のための基礎的データを得ることや、区立全小・中学校が学力向上の計画を

策定し、授業改善を積極的に進め、自校の実態や児童・生徒一人ひとりの学習状況を把握すること

を目的に実施する。 

・ 教科に関する調査 

国語、社会、算数・数学、理科、英語の定着度をみる調査 

・ 意識調査 

児童・生徒の生活習慣や学習習慣等に関する考え方や態度を把握するための調査 

児童・生徒に調査結果を返却する際には、担当教員が学習に関するアドバイスを行うとともに、

学習の定着に資する教材を提供する。 

教育委員会は、すみだ学力向上推進会議の開催を通じて学力向上に関わる方向性や教育施策を検

討する。また、教育委員会から小・中学校の教員に対して、「各学校及び個々の教員の学力向上の取

組が進んでいること」「児童・生徒の学力が向上していること」を評価したメッセージを送付し、教

員の学力向上へのモチベーションが高まるようにする。 

児童・生徒に対して、夢や希望を持って学習に取組続けることの大切さに関するメッセージを各

教室に掲示し、学習へのモチベーションが高まるようにする。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・小学２年生から中学

３年生の全児童・生

徒に原則として実

施 

・すみだ学力向上推進

会議の開催 

・教員及び児童・生徒

へのメッセージの

送付 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
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③ 墨田区学習状況調査結果を活用したＰＤＣＡサイクルの確立（すみだ教育研究所） 

学力向上に向けて、墨田区学習状況調査の結果に基づき、自校の課題や実態を見据えた対策を計

画的に実行し、改善を図っていく必要がある。校長が「学力向上を図るための全体計画」を作成し、

計画に沿って教員が「学力向上プラン」を作成して、組織的な学力向上の取組を推進する。そして、

評価・点検、研修等を行い、ＰＤＣＡサイクルを確立させる。 

教育委員会は、知識の定着を図る期間として「学習ふりかえり期間」を設定する。また、全小・中

学校と「学力向上ヒアリング」や指導員等による学校訪問を通じて、各校の取組が組織的にさらに

推進されるよう支援する。 

校長は、全教員が組織的に対応できるようマネジメント力を発揮して確実に取組を推進する。 

教員は、校内研修等で自らの資質・能力を高めるとともに、各計画に基づいた取組を推進し、教

育委員会が設定した学習ふりかえり期間で、児童・生徒の学習内容の定着状況を把握し、必要に応

じて補充の指導をする。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・校長は、学力向上に

資するＰＤＣＡサ

イクルを確立 

・教員は、学力向上プ

ランに基づく授業

改善を実施 

・教育委員会は、学習

ふりかえり期間を

設定、学力向上ヒア

リングを実施 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 

  

 

（参考）学力向上に関わるＰＤＣＡサイクル（１年間の流れ） 

 

  

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

各学校の学力向上の取組を推進するために、教育

委員会事務局は次の支援を行っている。 

・ふりかえり期間の設定（ふりかえりシートの活用） 

・研究所ニュースの発行 

・教材コンテンツの整備（指導のポイント） 

・教育委員会からのメッセージの発行 

・放課後学習等の支援（すみだＳＳＴの活用） 

学
力
向
上 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

学習ふりかえり期間 学習ふりかえり期間 

区
学
習
状
況 

調
査
実
施 

学
校
へ
調
査 

結
果
を
返
却 

学習ふりかえり期間 

Check により明らかになった課

題を解決するための取組を進め

る。 

現学年の内容に関する児童・

生徒の定着状況の検証を行う。 

（例）・ふりかえりシート 

   ・問題データベースプリント 

・国の学力調査問題 

・１年間のまとめテスト 

・定期考査（中学校） 

区学力調査結果等を

受け、校長は全体計画を

作成して全教員に示す。 

全教員は学力向上プ

ランを作成する。 

新採・異動教員に対

して、方針や取組を確

実に周知し、全校体制

で取り組めるようにす

る。 

校長は、学力向上の取組に関するＰＤＣＡサイクルを確

立するため、学力向上マネジメント力を発揮し、各計画に

基づいた取組の進行管理を徹底する。 
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④ 全国学力・学習状況調査の実施（すみだ教育研究所） 

学校は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国学力・学習状況調査を実施

し、児童・生徒の学習状況を把握し、指導改善に役立てる。 

教員は、調査問題の内容や趣旨を理解し、学習指導力の向上に役立てるとともに、学習ふりかえ

り期間や各単元の学習において調査問題をアウトプット教材として活用する。 

教育委員会は調査問題及び結果を分析し、国が発行する授業アイディア例を参照しながら本区に

おける指導のポイントを作成し、教員の活用を支援する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学校は、全国学力・

学習状況調査を

実施 

・教員は、国が発行

する授業アイデ

ィア例を参考に

した授業を実施 

・教員は、全国学力・

学習状況調査の

調査問題に解答 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

 

 

 

 

  

国が発行する授業アイディア例を参考にしたり、調査問

題を解いたりすることで、調査問題の内容や趣旨を理解し、

学習指導力の向上に役立てる。 
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⑤ 学力向上委員会の設置及び学力向上委員長の指名（すみだ教育研究所） 

校長は、学校に学力向上委員会を設置し、組織的に学力向上に取り組む体制を構築する。 

また、教員が自らの資質・能力を向上させるためのモチベーションを高め、学力向上委員長を指

名して着実に組織が機能するようにリーダーシップを発揮する。 

学力向上委員会は、「学校経営方針」や「学力向上を図るための全体計画」に基づき、学力向上に

関する校内研修等の取組内容や方法を定め、教員の役割を明確にする。 

 

（学力向上に関する取組例） 

・各種学習状況調査の運営  

・学習状況調査結果分析の役割分担 

・学力向上プラン作成に関するスケジュール管理及びプランの共有 

・学習ふりかえり期間の運営  

・校内研修の企画・運営   

・教員間の授業公開・相互参観の企画・運営  

・保護者だよりの作成 

    

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学校は、学力向上

委員会を設置 

・校長は、学力向上

委員長を指名 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

学力向上委員会は、学力向上に関する校内研修等の取組

内容や方法を定め、教員の役割を明確にする。校長は、リー

ダーシップを発揮し、学力向上に関する取組を組織的に推

進する。 
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⑥ 墨田区教育研究奨励事業の実施（指導室） 

学力向上をはじめとする区の教育課題を踏まえて校（園）内研修・研究の充実を図り、学校の教

育力を高める。 

（ア）研究協力校（園） 

教育委員会が示す「主要な教育課題」や今日的教育課題について特化した内容に関する研究

実践を行い、その成果を公開発表する（２年間）。 

（イ）特色ある学校づくり推進校（園） 

学校（園）における特色ある教育活動を実践・研究し、その成果を公開発表する。  

（ウ）個人・グループ奨励 

教科等、その他の教育内容、教育方法等を研究する者に対し、研究奨励費を交付し、教員の

自主的研究活動の奨励、助長を図る。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・全校（園）から募

集し、各校（園）

等の研究につい

て奨励事業を実

施 

・研究奨励及び特色

ある学校づくり

推進校実践発表

会の開催 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

⑦ 校務のＩＣＴ化による教育の質の向上（庶務課・すみだ教育研究所） 

校務の情報化を進めることで、児童・生徒一人ひとりの学習履歴や指導記録を蓄積・可視化し、

指導の振り返りや学力向上のための計画的な支援に生かす。 

学校はこうした情報を日常的に共有し、組織的な授業改善に取り組むために活用する。 

教育委員会は、学習状況調査の分析支援や情報活用に向けた研修・助言を通して、学校の取組を

継続的に支える。 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・ＩＣＴ機器を全

小・中学校に整備 

・ＩＣＴ巡回員の派

遣 

・区学習状況調査で

明らかになった

児童・生徒の学習

状況を個人学習

プロフィールに

記載 

・ＩＣＴ研修の実施 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

（ア）研究協力校（園）：５校（園）（２年間）  

（イ）特色ある学校づくり推進校（園）：８校（園）  

（ウ）個人･グループ奨励：２名・1グループ 

○ 教育 DX 推進による業務効率化に伴う学力向上に向けた

取組の充実 

○ ＩＣＴ巡回員によるサポート 

○ ＩＣＴ活用のための研修会の実施 
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イ 全ての教員が、授業改善を継続して行う。 

① 各教科等の学習活動におけるＩＣＴ活用の推進（指導室・すみだ教育研究所） 

一人１台端末を活用した学習を通じて、情報と情報技術を適切に活用する知識及び技能を習得し、

問題解決や探究的な学習における情報を活用する力を育む。 

学校は、「すみだＧＩＧＡスクール構想授業改善ロードマップ」に基づき、各教室に整備されたＩ

ＣＴ機器や児童・生徒の一人１台端末を効果的に活用してより良い授業を行う。 

教育委員会は、特別支援教育を含め、教員の指導力向上に向けた研修や情報提供、学校訪問時の

指導・助言等を行うとともに、効果的な記憶定着のためのデジタル教材の整備、授業や家庭学習等

で活用可能な教材等の授業支援アプリへの提供を行う。また、ＩＣＴ巡回員を派遣し、学校の効果

的なＩＣＴ活用を支援する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・「すみだＧＩＧＡス

クール構想授業改

善ロードマップ」に

基づいたＩＣＴ機

器の効果的な活用 

・授業支援アプリ等の

活用 

・ＩＣＴ巡回員による

効果的な活用支援 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

  

 

  （参考）「すみだＧＩＧＡスクール構想」授業改善ロードマップ 

 

 

  

○ 学校サポート訪問等における教育活動への指導・助言 

○ 授業改善を図るための授業方法や授業等に役立つコンテンツ

の整備 

○ ＩＣＴ巡回員による効果的な活用支援 
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② 授業スタイルの確立・実施（指導室・教育センター） 

授業ではこれまでの学習内容を踏まえて本時の学習のねらいを明確にし、自分の考えや学習の見

通しをもたせることで、児童・生徒が主体的に学ぶ姿勢を育む。さらに、授業中に理解の様子を把

握し、分からないまま進ませず、「分かる」「できる」を実感させながら、学習内容の確実な定着を図

る。こうした積み重ねにより、自ら学習に向かう意識や粘り強く学ぶ態度の形成にも役立てていく。 

教育委員会は、指導方法の共通理解及び教育の向上を図るために「墨田区教員の授業スタイル」

を全教員に提示し、授業で活用するようにする。そのため、学校サポート訪問や各種研修（１～３

年次研修・中堅教諭等資質向上研修等）において、本資料に基づいた解説を行い、教員が共通理解

のもと、学習指導力向上を図る。 

 
 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

「墨田区教員の授

業スタイル」の記載

内容の検討・作成・

活用 

 

 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
 

  

 

（参考）「墨田区教員の授業スタイル「分かる、できる、定着する」授業のために」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校でのOJTや校内研究授業の際に、「墨田区教師の授

業スタイルチェックシート」を活用し、教員の学習指導力向

上を図る。 
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③ 読解力・情報活用能力育成のための教材整備（すみだ教育研究所） 

学校は、新聞や教科書、図表などの情報を活用する学習を通して、テキストを評価し、必要な情

報を探し、内容を論理的に理解・解釈することを育む。 

あわせて、探究的な活動や読解において必要となる情報の収集・整理・分析等の情報活用能力の

育成にも取り組む。 

教育委員会は、新聞記事を活用した読解力ワークシートの整備や、小学校低学年向けの教材など

を整備するとともに、学校が活用しやすいように授業支援アプリに提供する。学校はこれらの教材

等を活用することにより児童・生徒の読解力、情報活用能力を育成する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・読解力を向上させ

る教材を提供 

・リテラシーを育成

するための演習

問題を開発・実装 

・学校は、教育委員

会が提供した「自

分の考えを記述

する問題」を活用 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

 （参考）読解力ワークシート記事（すみだ教育研究所ニュース）  

新聞記事を活用した読解力 

新聞記事を活用した読

解力 

●●ワークシート 

●●ワークシート 

一部改変 

新聞記事を活用

した読解力 

●●ワークシート 

すみだ教育研究所ニュースにて 

「読み解く力について」やグラフの読み

方なども説明 

新聞記事を活用した読解力向上の取組事例 
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④ 学習指導力の向上を図る研修の実施（指導室） 

教員に共通的に求められる資質能力のうち、学習指導に主として関する知識（①学習者中心の授

業の創造、②カリキュラム・マネジメント、③授業設計・実践・評価・改善、④各教科等の専門的知

識）に関する研修を行う。 

「ねらいに沿って授業を展開する力」「児童・生徒の興味を引き出し、個に応じた指導をする力」

「効果的にＩＣＴを活用し、児童・生徒の主体的な学習を促すことができる力」「学習状況を適切に

評価し授業を進める力」「授業を振り返り改善する力」などの学習指導力の向上を目指す。 

 
 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学習指導力の向

上を図る研修の

実施 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
 

  

 

⑤ 経験年数や教育課題に対応した研修の実施（指導室） 

教員の経験年数等に応じて、効果的に研修を行う。 

（ア）１年次（初任者・新規採用者）研修 

初任者・新規採用者を対象に、教職員研修室等（校外）における研修、課題別研修のほか、校内

における研修を行う。 

（イ）２、３年次研修 

教職員研修室等（校外）における研修や、校内における研修を行う。  

（ウ）中堅教諭等資質向上研修  

教諭等としての在職期間が１０年に達した教員（１１年目教員）に対し、学習指導、生活指導・

進路指導等に対する指導力の向上、教育公務員としての資質向上等のための研修を実施する。 

その他、各教科等の教育課題に対応した研修会を行う。受講した教員が各校で研修内容を還元

し、各学校での教育活動の充実を図る。 

・ 異なる学力層の子どもに対応した指導・支援に関する研修：多層指導モデルＭＩＭ*１研修会 

・ 各教科等の指導・支援に関する研修：外国語活動研修会、道徳教育推進教師連絡会、理科実

技研修会、体力向上研修会等 

 
 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・職層に応じた研

修の実施 

 

 

  

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

  

  

  

研修の内容については今日的な教育課題等を取り扱い、 

すぐに生かせるように研修内容の充実を図る。 

※１ МＩМ（多層指導モデル）とは、子どもの「読み」の力を育てるために、拗音（ようおん）や促音（そくおん）

などのつまずきやすい単元に焦点を当て、アセスメントテストをもとに段階的に支援する指導の仕組み。 
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⑥ 習熟度別指導・少人数指導の実施（指導室） 

基礎・基本のさらなる定着を図るほか、基礎・基本が定着している児童・生徒には、さらに発展的

な学習を展開し、学力上位層の割合を増やすことを目指す。  

東京都教育委員会の習熟度別指導ガイドライン（算数・数学）及び少人数習熟度別指導ガイドラ

イン（英語）に基づき、既習事項の学び直しや反復学習などによる「補充的な指導」だけでなく、発

展的な内容の学習や課題学習などによる「発展的な指導」を行う。 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・算数・数学の習熟度別指

導を実施（全小・中学校） 

・英語の少人数・習熟度別

指導を実施（全中学校） 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

⑦ 各教科等の学習における図書館利用の推進（指導室） 

図書館資料をはじめ、様々な情報を活用した調べ学習等を通じて、児童・生徒が主体的に考え、

判断し、表現する力を育む。 

学校図書館の全体計画、年間指導計画を作成し、授業において学校図書館を活用した調べ学習を

行う。学校図書館司書は、レファレンス（図書の選定等）を行い支援する。 
 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学校図書館の全体計画及

び年間指導計画の作成、

計画の実施 

・授業における学校図書館

の活用 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
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⑧ 学力向上プランの作成・実施（すみだ教育研究所） 

校長は、墨田区学習状況調査の実施後に明らかになる調査結果や自校の課題を踏まえて、「学力向

上を図るための全体計画」を作成する。 

教員は「学力向上を図るための全体計画」に基づいて、担当する学級・教科に関する児童・生徒の

学習状況を踏まえ、「学力向上プラン」を作成する。 

教員は９月以降「学力向上プラン」に基づいて取組を進め、単元末テストや学習ふりかえり期間

等で内容の定着を確認する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・校長が作成した

「学力向上を図

るための全体計

画」に基づき、教

員は「学力向上プ

ラン」を作成 

・「学力向上プラン」

に基づいた実施

及び進行管理 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 

  

 

（参考）学力向上に関わるＰＤＣＡサイクル（１年間の流れ）  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

各学校の学力向上の取組を推進するために、教育

委員会事務局は次の支援を行っている。 

・ふりかえり期間の設定（ふりかえりシートの活用） 

・研究所ニュースの発行 

・教材コンテンツの整備（指導のポイント） 

・教育委員会からのメッセージの発行 

・放課後学習等の支援（すみだＳＳＴの活用） 

学
力
向
上 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

学習ふりかえり期間 学習ふりかえり期間 

区
学
習
状
況 

調
査
実
施 

学
校
へ
調
査 

結
果
を
返
却 

学習ふりかえり期間 

Check により明らかになった課

題を解決するための取組を進め

る。 

現学年の内容に関する児童・

生徒の定着状況の検証を行う。 

（例）・ふりかえりシート 

   ・問題データベースプリント 

・国の学力調査問題 

・１年間のまとめテスト 

・定期考査（中学校） 

区学力調査結果等を

受け、校長は全体計画を

作成して全教員に示す。 

全教員は学力向上プ

ランを作成する。 

新採・異動教員に対

して、方針や取組を確

実に周知し、全校体制

で取り組めるようにす

る。 

「学力向上プラン」を夏季休業中までに作成し、９月以降

「学力向上プラン」に基づいた取組を実施する。 
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⑨ 学習内容を定着させるための教材の活用（すみだ教育研究所） 

児童・生徒が授業で学習した内容を着実に「分かる」「できる」「定着する」よう、学校は紙とタブ

レットを併用して、効果的な教材を活用する。 

教員は、授業の終末や宿題、単元末、学習ふりかえり期間等に、学習内容を定着させるための教

材（ふりかえりシート等）を活用して、児童・生徒の学習状況に応じて「指導の個別化」を図り、繰

り返し復習を行う。 

教育委員会は、教員が指導の個別化を図ることができるよう、基礎・基本の学習教材や発展的な

教材を授業支援アプリに提供する。児童・生徒は、自分の理解の程度を把握し、不十分な点を意識

して学びを深めることで、理解できたという実感を得られるようにする。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・教育委員会は、学

習内容の定着を

図るための教材

（ふりかえりシ

ート）を授業支援

アプリに提供 

・教員は、授業支援

アプリ内の学習

内容を定着させ

るための教材を

活用 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

（参考）ふりかえりシートの効果的な活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単元末などでふりかえりシートに取組む 一度やったふりかえり

シートに再度集中的

に取組む 

学習ソフトで下学年の内容

を補充したり、上学年の問題

に挑戦したりするなど自分

で問題を選んで取り組む。 
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⑩ 幼保小中一貫教育に関する学習指導の取組（すみだ教育研究所） 

「墨田区幼保小中一貫教育推進計画」に基づき、中学校区を単位とした全１０ブロックが、中学

校卒業までを見通した学習指導を推進する。教育委員会は、一貫教育巡回指導員を配置するほか、

研究推進ブロックを指定し、取組内容の強化・推進を図る。 

中学校卒業までを見通した学習指導の共通の取組として「５教科別分科会の設置」「協議会の開催

（年３回）」「授業研究及び研究協議（又は「相互乗り入れ授業の実践及び協議」）（年１回以上）」を

実施する。 

教育委員会は、全１０ブロックにおいて英語活動体験を実施し、幼児が英語に慣れ親しむ機会を

さらに充実させる。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・一貫教育巡回指導

員の配置 

・各ブロックは、中

学校卒業までを

見通した学習指

導を推進 

・各ブロックは年１

回以上の授業研

究を実施 

・教育委員会は、研

究推進ブロック

を指定 

・教育委員会は、幼

児が英語に慣れ

親しむ機会とし

て、全１０ブロッ

クで英語活動体

験を実施 

 

 

 

 

 

 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

学力向上に資する重点取組 

○ 国語、社会、算数・数学、理科、英語の５教科別分科会

の設置 

○ ５教科別分科会における教育課程を接続するための協

議会の開催（年３回） 

○ 「５教科別分科会における教育課程を接続するための授

業研究及び研究協議」又は「５教科の内容に紐づく教育課

程を接続するための相互乗り入れ授業の実践及び協議」

（年１回以上） 
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⑪ 「指導のポイント」の作成・活用（すみだ教育研究所） 

墨田区学習状況調査の結果から区全体で課題が見られた学習内容について、小・中学校の教育研

究会から推薦された教員による「指導のポイント作成委員会」を組織し、「指導のポイント」を作成

する。「指導のポイント」は小・中学校へ提供し、教員が活用する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・「指導のポイント

作成委員会」の設

置 

・「指導のポイン

ト」の作成 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 

  

 

  （参考） 指導のポイント（中２数学）   

墨田区学習状況調査だけではなく、全国学力・学習状況調

査も含めて、区全体で課題が見られた学習内容を踏まえた

内容として充実を図る。 
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ウ 教育委員会が、幼稚園、小・中学校、家庭及び地域と連携し、さらなる学力向上を図る。 

①  学習意欲に関する共同研究の成果に基づいた取組（すみだ教育研究所） 

教育委員会は、東京未来大学との学習意欲に関する共同研究の成果（学習意欲測定尺度等）の活

用を促進させるほか、学習意欲等に資する講座を学校へ提供し、児童・生徒の学習意欲をさらに向

上させる。 

学校は、当該講座等を活用し、児童・生徒の学習意欲や自らの学習を調整する力の向上につなげ

る。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・ 児童・生徒向け講

座や保護者向け講

座の実施 

 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

  

 

  （参考）学習行動を支える心理的基盤 
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② すみだ教育研究所ニュースの発行・活用（すみだ教育研究所） 

教育委員会は、学習指導要領の趣旨を踏まえた具体的な指導方法、学習状況調査における問題の

意図、児童・生徒が間違えやすい学習内容、学校経営マネジメントに関する情報など、校長の学校

経営や教員の学級経営、授業改善に資する情報を発信する。児童・生徒が間違えやすい学習内容に

ついては、課題を踏まえた指導のポイントを作成し、教員のさらなる授業改善につなげる。 

校長は、学校全体の教育活動や、組織マネジメントの改善に、教員は日々の授業改善にすみだ教

育研究所ニュースを活用する。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・すみだ教育研究

所ニュースの発

行 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

  

 

  （参考）すみだ教育研究所ニュース（算数 割合の例）  
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③ 放課後子ども教室における学習支援（地域教育支援課） 

学校主体で計画的に実施する放課後学習以外に地域が関わって学習する機会を設けることは、宿

題をするほか学習時間を増やす面からも有効である。  

保護者や地域住民の参画を得ながら放課後の児童の居場所を設ける放課後子ども教室の中で、学

習活動を行う自主的な取組に対し、支援を行う。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

全区立小学校で実

施 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

④ 家庭と地域の教育力充実事業の実施（地域教育支援課） 

保護者に対して、「家庭教育に関わる様々な情報」や「親同士の学びの場や仲間づくりの機会」を

提供するなど、関係部署と連携した効果的な事業を展開する。 

 

（ア）家庭教育支援講座 

区内の小学校低学年の児童とその保護者を対象に、子どもの生活習慣の改善や家庭における学

習習慣づけ等を目的として、家庭教育支援講座を開催する。 

（イ）家庭教育学級補助金交付事業 

家庭における子どもの教育を支援するために、区立幼稚園保護者の会、小・中学校ＰＴＡ等が

実施主体となり、親子のコミュニケーションや子どもとの接し方といった子育ての知恵や知識な

ど家庭教育に関する講座等の開催経費の一部を補助する。 

（ウ）子育て通信 

子どもの生活習慣の確立、家庭学習の習慣づけなど、家庭における教育を支援するため「子育

て支援コラム」等を掲載した内容の広報誌を発行する。  

  

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・家庭教育支援講座の

実施 

・家庭教育学級補助金

の交付 

・子育て通信の発行  

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

  

 

 

  

展開方法や実施規模などを見直しながら、継続的に実施する。 
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⑤ ＰＴＡとの連携事業の実施（地域教育支援課・すみだ教育研究所） 

教育委員会は、小・中学校ＰＴＡ会長会等を通じて「学力向上が子どもたちの夢や希望の実現に

つながること」「学習に取り組んでいることを認め励まし、学習意欲を向上させる働きかけが重要で

あること」など学力向上に関する情報を保護者に周知する。 

なお、青少年育成委員会や青少年委員協議会にも周知し、地域からも子どもたちへの励ましや声

かけが広まるよう働きかける。 

 

 

⑥ 学校支援ネットワーク事業の実施（地域教育支援課） 

地域企業・団体等が、各学校で出前授業を実施し、児童・生徒に対して、単元等の学習内容に関係

した専門的知識・技術等を伝達する。このことにより、児童・生徒は、学習した内容の理解がさらに

深まり、学習した内容が日常生活・社会においてどのように関わっているかを学ぶことができる。 

学校が期待する出前授業を実施することができるよう、協力団体等の新規開拓や地域人材の発掘

や事業の啓発等を進める。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学校支援ネット

ワーク事業の実

施 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

  

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・教育委員会は、小・

中学校ＰＴＡ会長

会に出席し、学力

向上に関する情報

を提供 

・学校は、青少年育成

委員会等で区や自

校の学力向上に関

する情報を提供 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
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エ 児童・生徒が、夢や希望をもてるようにし、学習状況を振り返り、主体的に学力向上に取り組む。 

① 探究的な学習の推進（指導室） 

探究的な学習を推進し、思考力・判断力・表現力等や、学習意欲や粘り強さ、自制心などの非認知

能力を育成する。 

探究的な学習を推進するため、各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、①課題の設

定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現といった探究的な学習の過程を通じた学習に取り

組む。 

この際には、地域の教材や学習環境を取り入れるなど、学校独自の特色ある教育活動を実践する。

さらに、幼稚園、小学校、中学校が連携して地域社会に関する課題を設定し、地域住民や保護者な

どの人材を活用する中で、児童・生徒が自己の生き方を考え、社会に参画する力や自己のキャリア

形成に向けた基礎を養う。あわせて、探究的な学習を推進するための情報活用能力の育成にも取り

組む。 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・探究的な学習の推進 ◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

（参考）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＯＥＣＤ「カリキュラムの（リ）

デザイン」報告書（一部抜粋） 

探究的な学習における児童の学習の姿 

小学校学習指導要領（平成 29年告示） 

総合的な学習の時間編 
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② 放課後補習の充実（すみだ教育研究所） 

自分の夢や希望に向けて、学校は、授業中に学習内容の理解・定着が不十分だった児童・生徒に

対して、放課後補習等を実施し、学習内容を「分かる」「できる」「定着」するようにする。 

教育委員会は、すみだスクールサポートティーチャー（すみだＳＳＴ）の募集・登録を行い、支援

人材を必要とする学校にすみだＳＳＴを派遣し、円滑に放課後補習が実施できるよう支援を行う。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・学校は、学習内容

の定着が必要な

児童・生徒のため

に、放課後補習の

場を設定 

・教育委員会は、す

みだスクールサ

ポートティーチ

ャーを学校に派

遣 

◎実施 ◎実施 ◎実施 
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③ 家庭学習の充実（すみだ教育研究所） 

児童・生徒の発達段階に応じて、ふりかえりシート等の教材を活用し、授業で学習した内容の定

着（復習）だけでなく、次の授業の準備（予習）や自ら課題を見つけて行う学習（自習）に取り組ま

せ、家庭学習の充実を図る。 

教育委員会は、学校の指導と家庭学習を組み合わせた指導のあり方を示す。教員は、児童・生徒

に家庭学習の仕方を周知し、家庭学習を推進する。保護者には、励ましなどの声かけを求めていく

とともに、学力に関する情報提供を行う。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・教育委員会は、家

庭学習のあり方

を提示 

・教員は、児童・生

徒に家庭学習の

仕方を周知し、家

庭学習を推進 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

   

 

（参考）学校の指導と家庭学習を組み合わせた指導のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●印はタブレット端末で活用する学習教材 

家庭学習 

 

 
 
 

・ふりかえりシート 

・フォロー・チャレンジプリント 

（授業に関連した問題） 

（●デジタル教材） 

 

より質の高い家庭学習へ 

 

 

 

 

・次時の教科書の 

音読や例題（算数・

数学など）を解く 

 

●動画の視聴 

 

 

 

 

 

●デジタル教材 
●探究課題に即した情

報検索 

・ドリルプリント 

・探究課題に即した読

書 

 

次時の授業の教科書

の内容を確かめる。 

予習 

 

デジタル教材や 

発展問題に取り組む。 

自習 

 
ふりかえりシートなど
で、授業の内容を確認
する。 

宿題 

★基礎・基本の定着        発展・応用 
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④ 学校図書館司書と連携した読書活動の推進（指導室・ひきふね図書館） 

図書館資料や様々な情報に触れ学習することにより、児童・生徒が主体的に考え・表現する力や

情報活用能力を育むとともに、読書活動を通じ、共感力や相手意識などの非認知能力の育成も行う。 

 

（ア）図書館を使った調べる学習コンクールへの参加促進及び支援 

児童・生徒自身が設定した問いについて、図書、インターネット、インタビュー等から得られ

た情報をまとめ、「図書館を使った調べる学習」の取組の過程の中で、児童・生徒には、「情報を活

用する力」「情報リテラシー」が育まれることが期待できる。本コンクールへの参加を各学校、保

護者等に積極的に促すとともに、保護者向け説明会や応援講座、個別相談会の開催により参加者

等への支援を行う。また、取組の過程で必要となる図書の選定（レファレンスサービス）等の支

援も学校と区立図書館が連携して行う。 

（イ）授業における学校図書館の支援 

学校図書館の全体計画及び年間指導計画に基づき、情報・学習センター機能を促進するととも

に、学校図書館司書は授業において学校図書館を活用した調べる学習を行う際の環境整備を行う。

また、各学校は、秋の読書月間を設定し、学校図書館司書と連携することで学校図書館の読書セ

ンター機能を充実させる。 

 
 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・図書館を使った調

べる学習コンク

ールへの参加促

進及び支援 

・授業における学校

図書館の支援、秋

の読書月間の設

定  

◎実施 ◎実施 ◎実施 
 

  

 

（参考）不読率の推移（「１か月に何冊くらい本を読みますか」に「全く読まない」と回答した 

児童・生徒の割合【％】） 

 令和元年度 令和４年度 令和７年度 

中３ ３２.７％ ２６.０％ ３２.４％ 

中２ ２１.６％ ２３.２％ ２９.３％ 

中１ ２０.５％ ２４.７％ ２６.２％ 

小６ ２０.９％ ２２.４％ ２６.８％ 

小５ １６.８％ ２０.１％ ２２.９％ 

小４ １８.６％ ２０.１％ ２１.８％ 

小３ １８.０％ １９.５％ ２０.８％ 
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⑤ 小学校すたーとブック・中学校入学プレブックの配布（すみだ教育研究所） 

異校種間の円滑な接続を目指して、就学前の幼児の保護者に小学校すたーとブックを、小学校第

６学年に中学校入学プレブックを配布する。 

 

（ア）小学校すたーとブック 

就学を控えた５歳児の保護者に対して、子どもが小学校へ入学するに当たってどのような力を

身に付けておけば良いか、そのために家庭では何をしたら良いかなどをまとめた冊子を作成・配

布し、家庭の教育力向上を図る。 

（イ）中学校入学プレブック 

小学６年生に対して、中学生としての学習に取り組む姿勢、中学校で学習する教科の概要、小

学校の学習内容の定着を図るための問題などをまとめた冊子を作成・配布する。中学校は、入学

後、本冊子を持参させて確認し、円滑に学習に取り組むことができるようにする。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

・教育委員会は、５

歳児の保護者に

小学校すたーと

ブックを、小学６

年生に中学校入

学プレブックを

配布 

・学校は、保護者に

対し本冊子の内

容について説明 

◎実施 ◎実施 ◎実施 

 

 

 

 

 

 

  

  （参考）小学校すたーとブック    中学校プレブック 

 

 

 

 

 

家庭学習や保護者から子どもへの励ましなどの声かけの

重要性について掲載する。 

小学校すたーとブック 
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墨田区学力向上新３か年計画（第４次） 策定検討会 委員名簿 

（敬称略） 

 所属 職 名前 

委員長 教育委員会事務局 次長 岩瀬 均 

委員 墨田区立菊川幼稚園 
幼稚園長会代表 

（学力向上推進担当） 
谷澤 あゆみ 

委員 墨田区立緑小学校 小学校長会代表 
（墨田区立小学校長会長） 

浮津 あゆみ 

委員 墨田区立中和小学校 小学校長会代表 
（墨田区立小学校教育研究会会長） 

影山 祥仁 

委員 墨田区立八広小学校 
小学校長会代表 

（学力向上推進担当） 
勝田 光徳 

委員 墨田区立吾嬬第二中学校 中学校長会代表 
（墨田区立中学校長会長） 

佐藤 順一 

委員 墨田区立本所中学校 中学校長会代表 
（墨田区立中学校教育研究会会長） 

齊藤 伸治 

委員 墨田区立文花中学校 
中学校長会代表 

（学力向上推進担当） 
遠藤 博則 

委員 
教育委員会事務局 

指導室 
室長 石坂 泰 

委員 
教育委員会事務局 

指導室 
統括指導主事 田畑 達也 

委員 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
所長 土井 翔太 

 

 

アドバイザー 東京未来大学 名誉学長・名誉教授 角山  剛 

 

 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
事務事業係長 宮﨑  隆 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
係員 石出 健人 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
係員 川上 優依 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
教育指導員 寺﨑 康子 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
教育指導員 渋谷 俊昌 

事務局 
教育委員会事務局 

すみだ教育研究所 
教育指導員 松井 隆 

 

参考資料 
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